
の
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
共
同

経
営
者
も
２
名
ま
で
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　

☎
０
５
０-
５
５
４
１-

７
１
７
１

　

HP http://w
w
w
.sm
rj.go.jp/

　

kyosai/index.htm
l

 

請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

 

戦
後
強
制
抑
留
者
特
別
給
付
金

　　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
請
求
書

類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

　

昭
和
20
年
８
月
９
日
以
来
の
戦

争
の
結
果
、
同
年
９
月
２
日
以
後

旧
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地

域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ
、
平

成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を

有
す
る
存
命
の
人 

▽
請
求
期
限　

平
成
24
年
3
月
31

　

日
（
土
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

６
時
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

①
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
の
場
合

　

☎
０
５
７
０-

０
５
９-

２
０
４

②
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

　

☎
０
３-

５
８
６
０-

２
７
４
８

  

働
く
女
性
を
目
指
し
て

 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

　

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

と
し
て
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女

性
を
対
象
に
、パ
ソ
コ
ン
講
座（
エ

ク
セ
ル
検
定
３
級
合
格
を
目
指
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
や
さ
ま
ざ
ま

な
働
き
方
に
関
す
る
知
識
な
ど
を

習
得
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
受
講
期
間　

平
成
23
年
１
月
18    

　

日
（
火
）
〜
２
月
24
日
（
木
）

　

の
間
で
、
毎
週
火
〜
金
曜
日
の

　

22
日
間

▽
受
講
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

　

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　

岡
山
市
北
区
南
方
２-

13-

１

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
６
階

　

☎
０
８
６-

２
３
５-

３
３
０
７

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

 

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、
家
庭
と
地
域
社
会
で
愛
さ
れ

る
犬
の
育
成
と
、
よ
り
良
い
飼
い

主
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
毎
月
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

犬
の
健
康
管
理
や
関
係
法
令
を

学
ぶ
講
習
会
と
飼
い
犬
へ
の
具
体

的
な
し
つ
け
方
を
学
ぶ
実
技
講
習

　

毎
年
、
年
末
商
品
を
買
い
求
め

る
来
場
者
で
大
賑
わ
い
。
消
費
者

と
生
産
者
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
25
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

岡
山
ド
ー
ム
（
岡
山
市

　

北
区
北
長
瀬
表
町
１-

１-

１
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
農
協
営
農
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

３
２
２
４

 

お
越
し
く
だ
さ
い

 

読
初
の
儀

　

特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
で
、

「
読よ
み
は
じ
め初の
儀
」
を
行
い
ま
す
。
新

年
に
当
た
っ
て
行
う
学
校
開
き
と

勉
強
初
め
の
儀
式
で
す
。

　

参
加
者
一
同
、
孔
子
の
像
に
献

香
・
拝
礼
の
後
、
国
宝
の
講
堂

に
正
座
し
て
論
語
の
章
句
を
朗
唱

し
、新
年
の
抱
負
な
ど
語
り
合
い
、

講
堂
の
床
磨
き
を
行
い
ま
す
。
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

旧
閑
谷
学
校
は
元
旦
か
ら
開
い

て
い
ま
す
。
孔
子
像
も
元
旦
か
ら

４
日
ま
で
特
別
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
23
年
１
月
４
日（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　

旧
閑
谷
学
校
（
備
前
市

　

閑
谷
７
８
４
）

▽
参
加
費　

無
料

※
史
跡
入
場
料
は
必
要
で
す
。

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

重
ね
履
き

　

用
の
靴
下

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校

　

顕
彰
保
存
会

　

☎
０
８
６
９-

６
７-

１
４
２
７

 

歌
っ
て
踊
っ
て

 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

ポ
ッ
プ
ス
バ
ン
ド
の
テ
イ
ク
・

ワ
ン
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

生
演
奏
で
、
歌
っ
て
、
踊
っ
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
催
し
も
の
を
考
え
て
い
ま

す
。
短
い
時
間
で
す
が
、
ぜ
ひ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
４
日
（
土
）　

　

午
後
２
〜
５
時

▽
場
所　

旧
鯉
の
ぼ
り
図
書
館

　
（
牛
窓
町
鹿
忍
７
８
３-

１
５
４
）

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

出
射
さ
ん

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

▽
日
時　

12
月
31
日
（
金
）

　

午
後
６
時
〜

▽
場
所　

上
寺
山
境
内
（
邑
久
町

　

北
島
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

餘
慶
寺
納
経
所

　

☎
０
８
６-

９
４
２-

０
１
８
６

 

開
催
し
ま
す

 

プ
チ
プ
チ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ

　　

糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
団
「
ち
ょ

う
・
か
え
る
一
座
」
の
結
成
10
周

年
を
記
念
し
て
、
人
形
劇
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

朗
読
や
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
フ
ェ
ス
タ
で
す
。
お
茶
や
ク
ッ

キ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
18
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
林
さ
ん

　

☎
０
９
０-

３
７
４
９-

７
２
３
６

　

☎
０
９
０-

４
８
９
７-

８
６
９
２

 

新
年
に
風
船
を
飛
ば
し
ま
せ
ん
か

 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト

　

上
寺
山
の
文
化
財
保
存
や
環
境

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
上
寺
山
を
良
く
す
る

会
で
は
、
地
域
文
化
の
創
造
に

向
け
て
、
境
内
や
参
道
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
毎

年
年
末
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
11
回
目
と
な
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
。
当
日
は
、
家
族
ぐ
る
み

で
賞
品
の
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
１
年
の
願
い
を
込
め
、
新

年
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
合
わ

せ
て
夜
空
へ
風
船
を
飛
ば
す
行
事

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

▽
申
込
期
間　

12
月
15
日
（
水
）

　

〜
17
日
（
金
）

▽
応
募
資
格　

　

結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
な

ど
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

そ
の
後
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

で
全
期
間
出
席
で
き
る
人

▽
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
、
検

　

定
受
験
料
は
実
費
負
担
）

▽
定
員　

28
人
（
選
考
に
よ
っ
て

　

決
定
）

▽
申
込
方
法　

　

申
込
期
間
内
に
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ

ー
へ
お
越
し
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
県
男

岡山県最低賃金が改定

　岡山県最低賃金が平成 22 年 11
月５日から時間額 683 円に改定さ
れています。最低賃金制度とは、最
低賃金法に基づいて国が賃金の最低
限度を定め、使用者は、その最低賃
金額以上の賃金を労働者に支払わな
ければならないとする制度です。
　最低賃金には、岡山県内のすべて
の労働者とその使用者に適用される
「岡山県最低賃金」のほかに、特定
の産業の労働者とその使用者に適用
される「特定最低賃金」があります
ので、ご注意ください。
■問い合わせ先
　岡山労働局労働基準部賃金室
　☎０８６-２２５ - ２０１４

ライトアップされた餘慶寺

 

加
入
し
ま
し
ょ
う

 

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
ま
た
は
会
社
の
役
員
の

人
が
事
業
を
や
め
た
り
、
退
職
し

た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業

の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ

ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
た
め
に

国
が
つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
、

い
わ
ば
小
規
模
企
業
者
の
た
め
の

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
掛
金
は
全
額

所
得
控
除
、
受
け
取
る
共
済
金
も

退
職
所
得
扱
い
ま
た
は
公
的
年
金

な
ど
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま

す
。
な
お
、法
律
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
23
年
１
月
か
ら
個
人
事
業
主

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
皆

さ
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

　

①
し
つ
け
方
講
習
会　

毎
月
第
１

　

日
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　

②
し
つ
け
方
実
技　

毎
月
第
３
日

　

曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

※
実
技
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
実
技
に
参
加
で
き
る
犬

　
　

５
カ
月
か
ら
２
才
未
満
の
健
康
な

犬
（
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
、
混

合
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
で
あ
る
こ
と
）

▽
場
所　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン

　

タ
ー
（
岡
山
市
北
区
御
津
伊
田

　

２
７
５
０
）

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
（
財
）
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

３
２
８
８

 

新
鮮
な
農
産
物
を
販
売
し
ま
す

 

お
か
や
ま
農
林
フ
ェ
ス
タ

　　

岡
山
市
農
協
や
岡
山
市
な
ど
で

構
成
す
る
お
か
や
ま
地
産
地
消
推

進
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、
岡
山

の
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
な
ど

を
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
販
売
す
る
「
お

か
や
ま
農
林
フ
ェ
ス
タ
＆
ト
ラ
ッ

ク
産
直
市
」
を
開
催
し
ま
す
。




